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指定管理者制度を導入している保谷こもれびホール

10月に保谷保健福祉総合センター内に開設した
在宅療養連携支援センター「にしのわ」

行
財
政
改
革
と
市
民
生
活

質
問　

４
年
目
を
迎
え
た
丸
山

市
政
は
、
国
保
料
、
保
育
料
の

連
続
引
き
上
げ
、
喉
頭
・
前
立

腺
が
ん
検
診
の
受
益
者
負
担
導

入
な
ど
、
行
財
政
改
革
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
市
民
生
活
を
脅
か
し

て
い
る
。
行
革
と
市
民
生
活
の

実
態
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
行
革
で
捻
出
し
た
資
源

で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
進

め
た
。
今
後
も
自
治
体
経
営
の

確
立
に
向
け
、
行
革
を
進
め
る
。

健
康
応
援
都
市
と
行
革

質
問　
市
総
合
戦
略
の
基
軸
で

あ
る
健
康
応
援
都
市
と
は
。

答
弁　
保
健
医
療
、
社
会
経
済
、

居
住
環
境
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
改
善
を
進
め
、
ま
ち
そ

の
も
の
の
健
康
を
目
指
す
。

質
問　
国
保
料
、
介
護
保
険
料

引
き
上
げ
に
よ
る
家
計
圧
迫
や

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
導
入
は
、

結
果
的
に
受
診
抑
制
に
つ
な
が

り
病
気
の
重
篤
化
を
招
く
。
健

康
応
援
都
市
の
趣
旨
に
反
す
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
選
択
と
集
中
に
よ
り
重

点
施
策
に
効
果
的
配
分
を
す
る
。

庁
舎
統
合
と
耐
震
対
応

質
問　
庁
舎
統
合
で
は
保
谷
庁

舎
の
耐
震
診
断
・
評
定
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
生
か
し
た
対
応
が

基
本
で
は
な
い
か
。
見
解
は
。

答
弁　
耐
震
診
断
実
施
結
果
に

よ
り
対
応
を
図
る
よ
り
も
、
仮

設
庁
舎
を
整
備
し
、
よ
り
早
期

に
保
谷
庁
舎
の
耐
震
対
応
（
取

り
壊
し
）
を
図
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
総
合
的
に
判
断
し
た
。

避
難
所
の
水
備
蓄
を
拡
充
せ
よ

質
問　
児
童
用
の
学
校
備
蓄
の

飲
料
水
を
拡
充
し
一
般
避
難
者

に
も
配
布
す
る
た
め
、
29
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ
よ
。

答
弁　
現
在
帰
宅
困
難
児
童
用

の
飲
料
水
を
拡
充
し
、
避
難
者

へ
の
配
布
を
検
討
し
て
い
る
。

家
庭
で
の
水
備
蓄
促
進
を
！

質
問　
家
庭
で
の
水
備
蓄
を
さ

ら
に
促
進
す
る
た
め
に
、
も
っ

と
ア
イ
デ
ア
を
出
す
べ
き
。

答
弁　
防
災
講
話
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
総
合
防
災
訓
練
等
を
通

し
て
家
庭
で
の
備
蓄
を
促
す
。

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
初
の
利
益
！

質
問　
民
間
の
指
定
管
理
と
し

て
初
の
利
益
が
計
上
さ
れ
る
が
、

そ
の
要
因
は
。

答
弁　
利
用
料
収
入
の
増
、
事

業
原
価
の
圧
縮
、
事
務
費
・
光

熱
水
費
の
削
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。

施
設
の
従
業
者
向
け
に
防
犯
訓

練
を
実
施
す
る
。

質
問　
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
に
よ
り
気
軽
に
頼
れ

る
人
が
少
な
く
、
産
前
産
後
の

支
援
が
必
要
な
方
が
増
加
し
て

い
る
。
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答
弁　
平
成
28
年
４
月
か
ら
母

子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
。
助
産
師
等
に
よ
る
健
康

相
談
、
授
乳
指
導
、
訪
問
相
談

支
援
の
ほ
か
、
今
後
は
家
事
支

援
等
も
準
備
し
て
い
く
。

質
問　
中
学
校
特
別
支
援
教
室

に
通
う
生
徒
へ
の
進
路
指
導
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁　
生
徒
及
び
保
護
者
が
必

要
な
情
報
を
持
ち
、
主
体
的
な

進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
進

路
指
導
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

質
問　
介
護
、
子
育
て
、
生
活

困
窮
な
ど
複
合
的
な
困
難
を
抱

え
た
方
が
相
談
し
や
す
い
体
制

や
誰
も
が
支
援
を
受
け
ら
れ
、

居
場
所
に
も
な
る
拠
点
づ
く
り

な
ど
、
全
世
代
全
対
象
の
地
域

包
括
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き
。

答
弁　
高
齢
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

障
害
の
あ
る
方
や
子
ど
も
を
対

象
と
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
提

案
は
意
義
が
大
き
い
。

質
問　
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

障
害
者
施
設
で
の
事
件
を
踏
ま

え
、
本
市
の
対
策
を
問
う
。

答
弁　
市
内
公
立
施
設
に
安
全

確
保
を
指
示
し
、
各
施
設
に
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。
田
無
警
察

署
で
は
、
市
内
施
設
の
安
全
確

保
の
実
態
把
握
を
順
次
行
う
。

ま
た
、
警
察
と
連
携
し
て
市
内

質
問　
今
後
、
若
者
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
す
る
仕
組
み
を
つ

く
る
べ
き
。

答
弁　
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

継
続
し
て
参
加
、
意
見
を
施
策

に
反
映
す
る
仕
組
み
を
検
討
。

質
問　
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

交
流
人
口
増
、
防
災
対
策
等
の

視
点
か
ら
、
駅
前
の
Ｗ
ｉ
│
Ｆ

ｉ
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き
。

答
弁　
通
信
環
境
整
備
で
効
果

的
な
情
報
伝
達
が
可
能
。
整
備

に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
西
武
鉄
道
が
２
０
１
７

年
春
に
導
入
を
発
表
し
た
座
席

指
定
の
直
通
列
車
に
つ
い
て
、

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
の
停
車
を
積
極

的
に
事
業
者
へ
要
望
す
べ
き
。

答
弁　
交
流
人
口
の
増
加
も
望

め
る
。
事
業
者
に
今
後
の
運
行

等
に
つ
い
て
、
確
認
調
整
す
る
。

質
問　
観
光
等
の
視
点
で
、
鉄

道
沿
線
都
市
と
の
広
域
連
携
、

地
域
間
交
流
を
進
め
る
べ
き
。

答
弁　
本
市
で
は
実
績
が
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

可
能
か
調
査
研
究
す
る
。

質
問　
交
通
上
課
題
の
あ
る
市

道
211
号
線
に
つ
い
て
、
早
期
の

安
全
対
策
を
要
望
す
る
。

答
弁　
地
域
課
題
を
示
し
、
東

京
都
へ
早
期
整
備
を
要
望
す
る
。

意
見　
都
へ
の
要
望
は
当
然
。

市
と
し
て
も
独
自
の
安
全
対
策

を
実
施
す
べ
き
。

質
問　
市
内
北
部
地
域
は
市
民

交
流
施
設
数
、
施
設
老
朽
化
が

課
題
。
施
設
整
備
を
す
べ
き
。

答
弁　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点

も
踏
ま
え
、
あ
り
方
を
検
討
。

質
問　
台
風
９
号
が
上
陸
し
た

８
月
22
日
、
東
伏
見
の
急
傾
斜

地
崩
壊
危
険
箇
所
に
「
土
砂
災

害
警
戒
情
報
」
と
「
避
難
勧

告
」
が
発
令
さ
れ
た
。
発
令
内

容
に
間
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
誤
報
の
原
因
を
問
う
。

答
弁　
避
難
勧
告
の
際
、
確
認

を
せ
ず
錯
誤
し
た
住
所
で
発
令

し
て
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
誤
り

が
判
明
し
訂

正
を
行
っ
た

が
大
き
な
混

乱
を
生
ず
る

可
能
性
が
あ

っ
た
こ
と
を

重
く
受
け
と

め
て
い
る
。

大
変
に
申
し

わ
け
な
い
。

意
見　
直
ち

に
避
難
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
緊
迫
し

た
状
況
の
中

質
問　
一
般
会
計
は
当
初
予
算

よ
り
16
億
５
千
800
万
円
増
え
た
。

普
通
交
付
税
の
状
況
を
問
う
。

答
弁　
交
付
決
定
額
は
27
年
度

か
ら
約
６
億
円
減
額
で
あ
る
。

質
問　

２
庁
舎
統
合
で
田
無
庁

舎
中
庭
暫
定
案
を
問
う
。

答
弁　
田
無
庁
舎
市
民
広
場
に

仮
設
庁
舎
整
備
案
を
検
討
、
年

内
決
定
に
向
け
取
り
組
む
。

質
問　
庁
舎
駐
車
場
料
金
が
高

い
。
子
ど
も
事
業
の
無
料
拡
大

と
ス
ポ
セ
ン
、
こ
も
れ
び
利
用

者
も
２
時
間
無
料
に
せ
よ
。

答
弁　
子
ど
も
事
業
の
無
料
拡

大
や
事
業
者
と
今
後
検
討
す
る
。

質
問　
年
金
申
請
時
に
必
要
な

住
民
票
も
手
数
料
免
除
に
せ
よ
。

答
弁　
公
的
年
金
の
受
給
開
始

請
求
に
戸
籍
謄
本
・
抄
本
は
交

付
手
数
料
無
料
。
住
民
票
も
無

料
化
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。

質
問　

８
月
か
ら
特
養
の
費
用

が
一
気
に
３
万
円
値
上
が
り
し

た
方
も
い
た
。
背
景
と
大
意
は
。

答
弁　
制
度
の
持
続
可
能
性
の

た
め
、
８
月
か
ら
判
定
に
用
い

る
収
入
に
非
課
税
年
金
も
含
め

る
改
正
が
行
わ
れ
た
。

質
問　
泉
小
を
平
日
開
放
せ
よ
。

答
弁　
週
１
日
程
度
検
討
す
る
。

質
問　

特
別
教
室
の
空
調
機
の

設
置
に
つ
い
て
再
度
要
望
す
る
。

答
弁　

29
年
度
中
学
校
の
実
施

設
計
委
託
契
約
が
完
了
し
た
。

質
問　

南
町
・
柳
沢
・
北
町
な

ど
交
通
不
便
地
域
を
解
消
せ
よ
。

答
弁　

日
野
市
、
小
平
市
、
柏

市
、
大
和
市
を
参
考
に
し
て
い

る
。

20
万
都
市
の
ホ
ー
ル
像
と
は
？

質
問　
20
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
ホ
ー
ル
の
構
想
は
文
化
芸
術

振
興
会
か
ら
も
提
言
さ
れ
て
い

る
が
、
次
期
文
化
芸
術
振
興
計

画
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。

答
弁　
31
年
度
か
ら
の
文
化
芸

術
振
興
計
画
に
位
置
づ
け
る
。

ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
人
口
増
加

質
問　
ひ
ば
り
が
丘
団
地
は
30

年
９
月
ま
で
に
約
３
千
500
人
の

増
加
見
込
み
。
保
育
園
、
学
童

ク
ラ
ブ
は
対
応
で
き
る
の
か
。

答
弁　
保
育
園
２
カ
所
、
学
童

ク
ラ
ブ
は
新
校
舎
に
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
。
校
舎
完
成
ま
で

は
児
童
セ
ン
タ
ー
内
に
暫
定
的

に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

で
、
誤
報
は
断
じ
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
経
緯
を
検
証
し
再

発
防
止
に
万
全
を
期
せ
。

質
問　
緊
急
時
の
保
育
を
支
え

る
「
緊
急
一
時
保
育
」
で
、
保

護
者
の
要
望
に
反
し
、
厳
し
い

対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

市
民
相
談
を
通
じ
て
知
っ
た
。

緊
急
事
態
が
継
続
・
再
発
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
①
同
一

事
由
は
利
用
が
で
き
ず
②
市
長

の
裁
量
が
限
定
的
で
あ
る
。
こ

の
点
は
不
条
理
な
制
度
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
保
護
者
の
困

難
な
状
況
を
し
っ
か
り
と
支
援

で
き
る
よ
う
、
課
題
を
見
直
し

一
日
も
早
い
改
正
を
求
め
る
。

答
弁　
制
度
の
あ
り
方
を
含
め
、

見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
質
問
等

◇
在
宅
療
養
支
援
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て

◇
在
宅
療
養
後
方
支
援
事
業
に

つ
い
て

一般質問（3）

市
民
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
低
下

行
財
政
改
革
の
暴
走
市
政
を
た
だ
す

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

避
難
所
の
水
備
蓄
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
家
庭
で
の
水
備
蓄
の
推
進
を
！

佐
藤
　
公
男
（
公
明
）

全
世
代
全
対
象
の

地
域
包
括
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
き
！

大
林
　
光
昭
（
公
明
）

「
住
み
た
い
ま
ち
・
選
ば
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

田
代
　
伸
之
（
公
明
）

不
条
理
な
「
緊
急
一
時
保
育
」
制
度
を

早
急
に
改
正
せ
よ
！

藤
田
　
美
智
子
（
公
明
）

庁
舎
統
合
暫
定
案
は
市
民
意
見
重
視

庁
舎
駐
車
場
料
金
が
高
い
、
改
善
せ
よ

小
幡
　
勝
己
（
公
明
）
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